
茅
ヶ
岳
に
登
山
中
脳
出
血
で
倒
れ
、
仲
間
た
ち
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
山
中
で
息
を
引
き
取
っ
て
か
ら

五
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
昭
和
四
十
六
年
三
月

二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
行
者
の
一
人
山
村

正
光
さ
ん
の
書
か
れ
た
「
茅
ガ
岳
回
想
」
（
『
山
と

溪
谷
』1

9
8
2
.
1
0

）
か
ら
そ
の
様
子
を
辿
っ
て
み
よ

う
。前

日
宿
泊
し
た
穴
山
鉱
泉
能
見
荘
か
ら
車
で
大
明

神
開
拓
地
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
開
拓
地
を
八
時

四
十
五
分
に
出
発
し
、
女
岩
を
経
て
十
時
五
十
五
分

稜
線
上
女
岩
の
コ
ル
に
着
き
大
休
止
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
深
田
久
弥
は
、
ア
ン
パ
ン
を
食
べ
よ
う
と
し
て

一
個
転
が
し
た
が
、
拾
っ
て
ポ
ン
ポ
ン
と
は
た
い
て

食
べ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
様
子
が
お
か
し
い
と

み
ん
な
で
笑
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
大

休
止
の
前
に
は
立
休
み

が
多
く
な
っ
て
い
た
そ

う
で
あ
る
し
、
ア
ン
パ

ン
を
落
と
し
た
の
も
何

か
の
前
兆
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

十
一
時
十
五
分
、
茅
ガ
岳
山
頂
に
向
か
っ
て
一
行

は
出
発
し
た
。
オ
ー
ダ
ー
は
、
藤
島
、
坂
本
、
近
藤
、

村
尾
、
伊
倉
、
深
田
、
山
村
の
順
で
あ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
の
様
子
は
山
村
氏
の
記
述
を
引
用
す
る
。

「
深
田
氏
に
、
こ
の
辺
り
五
月
の
終
わ
り
に
も
う

イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
咲
く
ん
で
す
よ
、
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
き
れ
い
だ
ろ
う
ね
と
答
え
、
ち
ょ
っ
と
た
ち
ど
ま
っ

た
。
そ
の
途
端
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
と
思
っ
た
ら
左
肩

を
下
に
し
て
、
左
顔
面
を
う
ち
つ
け
る
よ
う
に
た
お

れ
た
。
そ
し
て
口
を
ふ
う
ふ
う
な
ら
し
た
。
口
の
中

に
土
で
も
は
い
っ
た
の
を
吹
き
だ
し
た
い
の
か
と
思
っ

て
、
先
生
！
と
声
を
か
け
た
が
、
鼻
息
は
ま
す
ま
す

あ
ら
く
、
大
き
な
い
び
き
を
か
き
だ
し
た
。
の
ど
を

な
ら
す
よ
う
に
、
大
き
な
声
を
出
し
た
。

こ
れ
は
大
変
！
脳
溢
血
と
判
断
し
て
、
先
に
登
っ

て
い
た
藤
島
氏
た
ち
を
よ
び
も
ど
し
た
。
十
一
時
二

十
三
分
で
あ
っ
た
。
」

み
ん
な
で
救
助
に
つ
い
て
検
討
し
、
若
い
山
村
氏

が
助
け
を
求
め
下
山
し
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
は
深
田

久
弥
の
容
体
を
見
守
っ
た
。
し
か
し
、
午
後
一
時
、

心
臓
の
鼓
動
は
止
ま
り
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

柳
平
に
駆
け
下
っ
た
山
村
氏
は
、
電
話
を
借
り
韮

崎
警
察
署
な
ど
に
救
助
を
要
請
し
た
。
医
師
一
名
、

看
護
師
な
ど
三
名
、
警
察
官
二
名
、
そ
し
白
鳳
会
メ

ン
バ
ー
四
名
が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
到
着
を
待
つ
二

時
間
は
と
て
も
永
く
感
じ
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

現
場
に
到
着
後
す

ぐ
検
視
が
行
わ
れ
、

遺
体
の
搬
送
に
か
か
っ

た
。
毛
布
に
く
る
ま

れ
た
遺
体
は
背
負
子

に
後
ろ
向
き
に
固
定

さ
れ
、
白
鳳
会
メ
ン

バ
ー
な
ど
の
力
を
借

り
下
山
し
た
。
韮
崎

外
科
医
院
に
着
い
た

の
は
午
後
九
時
三
十
分
だ
っ
た
。

東
京
か
ら
駆
け
付
け
た
、
志
げ
子
さ
ん
た
ち
家
族

や
友
人
が
病
院
に
到
着
し
た
の
は
夜
中
の
十
二
時
近

く
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
慌
た
だ
し
く
悲
し
い
一
日
は
終
わ
っ
た
。

令和８年
春号

山村正光氏撮影1971.3.21

望月一博氏に背負われる深田久弥

深
田
久
弥
没
後
五
十
五
年

深
田
久
弥
を
偲
ん
で

今
年
も
久
弥
祭
を
開
催



昨
年
秋
号
で
元
旦
の
山
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
そ

の
時
「
青
崩
峠
、
熊
伏
山
」
に
つ
い
て
の
文
章
を

あ
お
く
ず
れ

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
書
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
深

田
久
弥
と
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
会
員
で
東
京
に
お

住
い
の
Ｙ
氏
か
ら
お
便
り
を
頂
い
た
。
青
崩
峠
、
熊

伏
山
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
が
「
人
の
い
な
い
山
」

で
『
瀟
洒
な
る
自
然
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
不
明
を
恥
じ
つ
つ
、
『
深
田
久
弥
山

の
文
学
全
集
』
か
ら
「
人
の
い
な
い
山
」
を
探
し
出

し
た
。
雑
誌
『
學
鐙
』
に
発
表
さ
れ
、
の
ち
に
『
瀟

洒
な
る
自
然
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

五
万
分
の
一
地
形
図
は
「
満
島
」
で
地
勢
図
「
豊

み
つ
し
ま

橋
」
の
一
番
で
あ
る
。
こ
の
地
形
図
に
あ
る
赤
鉛
筆

は
、
「
池
島
、
辰
之
戸
」
二
つ
の
町
の
名
前
を
丸
で
、

た

つ

の

と

「

熊

伏

山

」

を

四

角

で

か
こ
み
、

「

青

崩

峠

と

熊

伏

山

の

標

高

」

に

は

ア

ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
い
て
あ
っ
た
。
熊
伏
山
山
頂
か

ら
の
下
山
ル
ー
ト
は
、
登
山
道
の
印
の
な
い
尾
根
に
、

鉛
筆
で
引
か
れ
て
い
た
。

「
人
の
い
な
い
山
」
は
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
三

十
一
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で
の
避
衆
登
山
の
記

録
で
あ
る
。
久
弥
た
ち
は
、
例
に
よ
っ
て
人
の
行
か

な
い
山
を
探
し
た
。
熊
伏
山
で
あ
る
。

「
暇
が
あ
れ
ば
五
万
分
の
一
の
地
図
を
拡
げ
て
、

ど
こ
か
人
の
行
か
な
い
山
が
な
い
か
と
探
し
て
い
る

ヘ
ソ
マ
ガ
リ
で
な
け
れ
ば
、
目
に
つ
か
な
い
山
で
あ

る
。
高
さ
一
六
五
三
メ
ー
ト
ル
な
ら
、
丹
沢
級
で
あ

る
。
よ
し
、
そ
こ
へ
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
」

一
行
は
、
東
京
か
ら
豊
橋
へ
行
き
、
豊
橋
で
飯
田

線
に
乗
り
換
え
水
窪
で
降
り
た
。
そ
こ
か
ら
バ
ス
で

み
さ
く
ぼ

終
点
の
池
島
へ
、
そ
し
て
最
奥
の
部
落
辰
之
戸
ま
で

一
時
間
ば
か
り
を
歩
い
た
。
大
晦
日
の
晩
は
、
辰
之

戸
の
民
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
一
夜
明
け
た
元
日

い
よ
い
よ
熊
伏
山
を
目
指
し
て
出
発
。
青
崩
峠
を
経

て
熊
伏
山
に
至
っ
た
。
熊
伏
山
は
南
ア
ル
プ
ス
光
岳

の
西
南
西
約
十
九
キ
ロ
で
、
長
野
県
内
に
あ
る
が
、

静
岡
県
境
か
ら
僅
か
六
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
位
置

で
あ
る
。
下
山
ル
ー
ト
は
山
頂
か
ら
西
に
延
び
る
尾

根
を
平
岡
（
満
島
）
に
下
り
、
そ
こ
で
宿
を
と
っ
た
。

翌
朝
一
番
の
バ
ス
で
、
秋
葉
街
道
の
宿
場
町
、
上
町

か
み
ま
ち

ま
で
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
小
川
路
峠
を
越
え
て
伊
那

谷
へ
下
っ
た
。
こ
の
小
川
路
越
え
は
、
約
三
十
年
前
、

光
岳
の
帰
り
に
辿
っ
た
道
で
、
そ
の
当
時
は
人
通
り

も
あ
っ
た
が
、
今
回
は
誰
一
人
に
も
合
わ
な
か
っ
た
。

伊
那
谷
最
初
の
部
落
で
、
む
か
し
宿
屋
を
し
て
い
た

と
い
う
中
華
料
理
店
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
翌
一
月

三
日
は
天
竜
川
ま
で
歩
き
、
飯
田
線
の
駅
か
ら
列
車

で
帰
途
に
就
い
た
。

先
日
、
資
料
を
整
理

し
て
い
る
時
、
一
冊
の
本
に
出
合
っ
た
。
昭
和
十
八

年
三
月
発
行
の
『
山
と
高
原
』
四
十
七
号
で
あ
る
。

表
紙
の
上
部
に
「
国
民
錬

成
雑
誌
」
と
あ
っ
た
。
雑

誌
の
冒
頭
に
は
、
時
代
を

反
映
す
る
記
事
が
、
い
く

つ
か
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

五
月
十
七
日
（
日
）

演
題
：
深
田
久
弥
の
足
跡
探
訪

パ
ー
ト
２

講
師
：
髙
辻
謙
輔
氏

（
深
田
久
弥
研
究
家
）

六
月
二
十
一
日
（
日
）

演
題
：
山
を
想
え
ば
人
恋
し
、

人
を
想
え
ば
山
恋
し

講
師
：
関
本
邦
晴
氏

（
日
本
山
岳
会
会
員
）

五
月
二
十
二
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
吾
妻
山
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
t
tp
s
:
/
/
ya
m
a
n
ob
u
n
k
a
ka
n
.
c
o
m

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

＊
本
年
度
よ
り
、
五
、
七
、
九
、
十
一
、
三
月
の

開
催
に
な
り
ま
す

そ
の
32


